
 

 

News  Release      
 

                                      2020 年 8 月 19 日 

 

消化器内視鏡用新型コロナウィルス感染防御システムの製品開発に関するお知らせ 

 

国立大学法人 香川大学（以下「香川大学」）と大倉工業株式会社（以下「大倉工業」）は、協働にて消化器

内視鏡用新型コロナウィルス感染防御システムの製品開発を開始しました。 

香川大学医学部附属病院消化器内科（科長：正木勉教授）の小原英幹講師、西山典子医員（西山脳神経外科

病院消化器内科医師・香川大学医学部臨床講師）、創造工学部造形・メディアデザインコース大場晴夫教授ら

は、飛沫拡散リスクのある消化器内視鏡検査等の各種検査時における、患者側を被覆したフィルム空間の陰圧

化による患者－医療従事者間の直接接触・暴露予防と室内飛散を防止するシステムを発案、コンセプトモデル

を医工連携にて製作しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大倉工業は、香川大学にて製作されたコンセプトモデルを基に、長年培ってきたプラスチックフィルムに関

する知見を活かし、量産化のための製品開発を担います。 

各種検査を受けられる患者の皆様の安全、安心に対するニーズに応え、医療に従事される方々への飛沫感染

や身体的負担を抑えられるよう、一日でも早く製品開発を完了できるよう努めてまいります。 

また、本開発に関して大倉工業は、2020 年 8 月 5 日付けにて香川県より令和 2 年度 健康関連製品開発促

進支援事業費補助金の補助事業者として採択されております。 

本件に関して、次ページに記載のとおり香川大学幸町キャンパスにおいて、報道機関向けに製品開発の説明

発表を行います。是非ともご取材の程、よろしくお願い申し上げます。 

以上 

1. 被覆フィルム空間内の陰圧化による室内への飛沫拡散の最小限化 

2. 飛沫が付着する部材の使い捨て（ディスポーザブル化）による消毒作業等の省力化 

今回考案した製品の主な特徴 

開発前モデル案と量産化コンセプト 

国立大学法人 香川大学 

大倉工業株式会社 



 

製品開発に関する発表会開催のお知らせ（報道機関向け） 

 

   発表事項：消化器内視鏡用新型コロナウィルス感染防御システムの製品開発について 

日  時：令和２年８月２４日（月）１１：００～１２：００ 

場  所：香川大学（幸町キャンパス）OLIVE SQUARE ２階 多目的ホール 

資料提供：消化器内視鏡用新型コロナウィルス感染防御システムに関する説明資料 

        （当日配布いたします。） 

出 席 者：  

【香川大学】 

◆ 学  長 筧  善行（かけひ よしゆき） 

◆ 医学部附属病院講師（消化器内科） 小原 英幹（こばら ひでき） 

◆ 医学部附属病院医員（消化器内科）・ 

医学部臨床講師（西山脳神経外科病院消化器内科医師） 
西山 典子（にしやま のりこ） 

◆ 創造工学部教授（造形・メディアデザインコース） 大場 晴夫（おおば はるお） 

 

【大倉工業株式会社】 

◆ 執行役員 新規材料事業部 企画部長 大西 一真（おおにし かずま） 

◆ 総務部長 今村 武司（いまむら たけし） 

 

 

 

 

 

 

 

 お問い合わせ先  

香川大学 産学連携・知的財産センター 

コーディネータ 永冨・内田 

TEL：０８７－８３２－１６７２ 

E-mail：ccip＠eng.kagawa-u.ac.jp 

  ※メール送信にあたっては、＠を半角にしてください     


